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畠

ｏ

借

讐

理

宥

は
、

垣

串

邊

作

手

旧

●

を

変

１

す

君

ｏ

合

１＝

は
，

モ

晒

目
付

を

岨
蜆

す

る

と

と

も

忙
、

虫

亘

前

切

枳

革

邊

作

手

皿
ｉ

崔

藺

聰
抽

股

に

保

存

し

珪

け

れ

ぱ

な

ら

な

い
．

４

武

饒

に
従

■

す

る
者

ほ
、

や

む

壱

相

な

い

饅

由

に

よ

ｏ

ｏ

箏

ｏ

作
手

口

■
に

従

わ

右

か

コ

た

ｏ

合

に

は
，

圓

唖
口

任

音
晒

蘂

稻

崔
皇

吋

右

け

れ

ぱ

な

ら

な

い
．

；

畦
じ

１＝

従
箏

す

君
宕

ほ
、

前

項

固

Ｏ

ψ

邊

作

手

□
■

に

従
わ

な

か

「

た

こ
と

左

生
チ

ー

タ

忙

田

伝

し

な

け
れ

ぼ

な

ら

な

い
．

＾
聰

軸

の

蜆

廿

■

理
〕

口

十
一
一
彙

属

じ

に

従

■

す

る

者

は
、

外

部

か
ら

斬

た

に

畳

吋

入

れ

昌
れ

た

舳

軸

を
，

他

田

ｏ

勒

へ

晒

括
柴

崔

肪

止

す

石
，」
と

が

で

昔

看

籏

亡

施

唖

に

唖

蓉

す

る
と

と
も

ヒ
、

モ

の

具

砧

肥

有

鶉

切

田

宍

及

ぴ

配

垣

崔

行
わ

な

け

れ

ほ

な

壱

な

い
．

呈

直

ｍ

に

従

■

す

君

者

は
、

前

項

切

日

崇

五

ほ

硅

Ｄ

中

に

喧

饒

の

臭

抽

に

螂

●

崔

及

硅

す

よ

う

な

痕

摘

又

硅

状

視

が

見

ら

れ

看

舳

㌫

在
，

他

画

』

軸

か

呂

円

■
す

石

と

と

も

に
、

畦

Ｄ

１＝

値

用

し

て

は

柱

昌
な

い
．

茗

畦

唖

１＝

従

■

す

昌

宕

は
，

拭

＾

に
値

用

吉
れ

る

舳

曲

卸

岨

政

齪

ｏ

に

旧

応

す

看

よ

う

岨

蔓
右

拮

□

壱

ｍ

じ

な

け

れ

ほ

な

呂

な

い
。

４

直

聰

１＝

従

“

す

る

岩

は
、

直

Ｏ

に

但

用

さ

れ

る

』

蜴

の

収

容

切

邊

ｏ

岳

肪

止

す

る

た

由
、

僅
点

切

鐵

肋

在

ｏ

別

す

る
，」
と

が

で

宕

る

必

宴
な

措

□

崔
ｏ

じ

な

け

れ

ほ

な

ら

右

い
．

５

宙

饒

忙

従

■

す

君

者

肚
、

籟

■

施

股
、

日

勒

用

品

箏

崔

竈

生

曲

に

讐

埋

し

な

吋

れ

ぼ

な

昔

な
い
．

□

王

，

植

與

蜴

口

ｏ

切

聰

扱

い

＾
抽

ｍ

蜴

日

及

ぴ

対
照

鞄

日
の

聰

担

い
〕

口

十

三

竈

試

口

に

従

■

す

る
者

は
、

枝

聰

軸

日

及

ぴ

対

照

勒

田

ヒ

コ

い

て
、

必

目

な

衰

示

箏

に

よ

ｏ
、

吉

た
、

モ

的

特

性

及
ぴ

安

走

性

が

邊

定

で

昔

君

ｏ

合

に

畠

い

て

肚
、

モ

切

副
定

竈

に

よ

ｏ

ｉ

切

な

菅

理

岩

行

わ

症

け
れ

酷
瀞
鱗
議
議
鱗

で

吉
奇

■

合
、

モ

の

固
定

蛯

に

よ

ｏ

竈

珂

に

使

月

し

な

け

れ

ほ

な

昌
な

い
．

雪

畦

，

に

従
■

す

君
者

は
，

桂

Ｄ

窃

口

及

ぴ

封

照

噛
日

切

配
布
，

里

領
■

退
却

工

は

康

■

を

行

う

と

岩

は
、

モ

晒

日
付

巷

■
壼

記
垣

し

な

け
れ

ぼ

な

ら

な

い
．

＾
肚

皇

亙
ぴ

溶

拉
〕

口

十

四

景

臣

竈

に

従

■

す

る

岩

肚
，

賦

茗

及

ぴ

沽

拉

田

保

打

条

拝
、

使

月

期

咀

箏

に

っ
い

て

竈

切

な

衰

示

壱

行

う

と

と

も

に
．

モ

の

性

ｏ

及

ぴ

使

用

方

法

箏

に

従

「

て

使

月

し

な

け

れ

ぱ

な

昌

な

い
．

，

穴

■

誼

ｍ

叶
画

●

及
び

苗

肚
田

皇

施

＾
圃
聰
叶
目
■
〕

，

十

五

彙

武

Ｄ

＝

任

者

ほ
、

臣
饒

ご

と
忙
、

茨

に

掲

げ

る
■

羽

壱

記

蘂

し

た

圃

口

叶

目
■

吉

作

成
し
，

邊

菅

管

理

音

＾
武

饒

胡

委

畦

さ

れ

た

ｏ
合

に

畠

コ

て

は
、

誼

唖

曇

畦

者

及

ぴ

垣
官

ｏ

理
者
．

以

下
，」
の

項

に

圭

い

て

同

じ
、
〕
㊧

頸

咀

虐

受

け

竜

け
れ

ぱ

拉

筍

な
い
．

一

哀

９

と

武

饒

目

的

二

硅

ｏ

施

唖
切

名

称

及
ぴ

所

在

地

三

舳

聰

が

曇

畦
吉

打

た
ｏ

告

に
由

コ

て
畦
、

畦

政

委

曲

者

晒

民

名

及
ぴ

住

所

＾
法

人

忙

あ

ｏ

て

肚

そ

の

名

称

及
ぴ

主

た
る

，

詰

所
晒

所

在

抽
〕

四五六七八

宮

口

■

任
宕

晒

氏

畠

祉

聰

蜴

ｏ

頂
口

対

胴

勒

日

に

田

す

る

■

項

宮

Ｄ

票

ヒ

田
す

る

■

■

武

口

田

皇

虻

方

珪

に

田

す

る

■

項

生
一
ア
ー

タ

の

蠣

析

に

使

用

す

苫

腕

甘

学

曲

方

桂

に

田

す

る

■

項

九

モ
の

他

保

有
吉

れ

る

記

籔

瑛

ぴ

告

制

に

閨

す

る

■

項
十

〇
営

■

理

者

及

ぴ

固

饒

■

任

者

切
１
，
名

又

は

嗣

名

な

コ
印

及

ぴ

モ

切

目

付

十

一

モ
晒

他

固

聰

の

甘

面

切

た

由

臣

螂

！

な

■

項

垣

じ
，

任

音

は
、

ほ

Ｄ

甘

目

●

を

蛮

１

す

る

■

合

１＝

は
、

モ

の

目

伺
、

査

１

竈

所

及

ぴ

理

由

を

文

■

に

よ

ｏ

配
最

し
，

■」
れ

吉

■

毛

又

は

配

名

な

つ

印

切

上

直

瞠

叶

画
ｉ

と
と

も

に

保

存

し

な

け

れ

ほ

な

昌

な

い
．

＾
武

口

切
真

施
〕

，
十

六

■

畦

饒

は
，
畠

饒

口

任

者

田

指

ｏ

監

ｏ

切

下
忙
，

畦

口

計

固

■

及

ぴ

ｏ

｝

蜆

作

手

旧

■

に

従

つ

τ
亡

切

に

実

施

自

れ

担

け

れ

ぽ

な

ら

症

い
．

硅

政

に

従

〕

す

君

音

吐
、

す

ぺ

て

の

生

デ

ー

タ
壱
、

モ
田

配

入
吉

且

口

目

付

と

と

も

に
，

道

切

に

咀
邊

し

な

吋
肺

ぼ

な

昌

な

い
．

武

饒

に

硅

“

す

る

吉

吐
、

生

デ

ー

タ

崔

訂

正
す

る

ｏ

合

に

は
，

当

菌

酊

正

砲

麹

由
，

皿

正

吉

行

う

者

及
ぴ

目

付

壱

田

ｏ

す

若

と

と

も

に
、

茜

切

に

酊
正

し

左

吋
れ

ほ

な

ら

む

い
．

｛

誼

饒

に

従

■

す

若

者

は
，

註

鐵
中

に

員
常

又

は

干

見

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

コ

た

■

蛙

が

生

じ

た

と

吉
直
、

莚

や

か

忙

畦

唖

■

庄

者

に

報

告

Ｌ
、

改

善

切
た

由

Ｏ

拮

■

壱

ｏ

じ

る

と

と

も

に
、

，
」
れ

ら

の
内

宙

左

岨

像
し

な

け

れ

ほ

右

ら

な

い
．

口
七
，

獺
告
及
ぴ
保
存

＾
＾

撞

獺

告

●
〕

竈

十

七

鶉

畦

與

■

任

者

吐
、

武

政
一
」
と

に
、

次

に

掲
げ

昌

■

項

崔

咀

臼

し

た

＾

畦

嗣
告

■

崔

作

成

Ｌ
な

け

れ
ば

な

ら

拉

い
．

一

壷

９
と

試

鐵

目
的

二

圃

鐵
茄
股

田
名
称

及
ぴ
所

在
地

三

硅

與
田

蜴

蜻

及
ぴ

艘

了

の

目

四

硅

膿
口

佳

者

モ
の

曲

切

岨

與

１＝

従

，

し

た

音

の

氏

名

五

櫨

舳
物

臼

政
か

蛸

照

物

門

に

田

す

る

■

項

⊥
ハ

饒

ほ

照
に

関

す

石

■

項

七

予

見
す

有
，」
と

が

で

昔

な

か

「

た

賦

股

田

信

臼

性

に

雌

，
崔

及
旺

す
睡

い

の

あ

昌

■

岨

及
ぴ

直

ｏ

叶

団

ｉ

に

硅
わ

な

か

ラ
た
ー』
と

八

臣

饒
晒

真

施

方

桂

に

田

す

舌

■

項

九

生

デ

ー

タ

の

屈
析

に

使

用

さ

れ

た

読

叶

芋

的

方

港

に

田

す

る
■

項

十

硅

聰

成
制

攻

ぴ

そ

晒

考

ま

並

ぴ

に

＝

れ

呂

の

豆
舳

十

一

生
デ

ー

タ

及
ぴ

ｏ

本

の

保

右

ｏ

所

十
一
一

画

饒
竈

任

者

切

■

宅

又

は

嗣

名

な

つ

印

及
ぴ

モ

田

目

伺

十

三

鷺

八
条

亮

一

羽

寛

八

号

面

規

定

に

よ

ｏ

恒

籏

性

保

旺

部

円
■

任

音

が

作
』
朋
し
、

，

名

又

は

田

名

な

つ

印
し

た

文
〇

十

四

モ

垣

他

碁

里

な

箏

珂

宙

饒

コ

佳
者

は
、

暴

軸

告

■

崔

訂

正

す

る

幻

合

に

は
、

モ

切

日
侍
，

π

正

ｏ

所

及

ぴ

理

由

モ
田

他

必
厘

右

■

項

壱

文

■

忙

よ

ｏ

記

齪

し
，

，」
血

崔

口

毛

又

肚

配
名

な

つ

印

田

上

＾

控

朝

告

■

と

と

も

に

保

存
し

な

け
血

ば

な

昌

世

い
．

＾
圃

唖

田

係

ｏ

料

切

保

存
〕

口

十

＾

晶

担

官

讐

理

者

は
、

目

噴

田
蹄

ｉ
料

崔

竈

料
保

存

施

股

に

培

い

て

遺

切

に

操

存

し

な

吋

れ

ぽ

な

ら

な

１

営

行

理

者

肚
，

竈

脾

俣

存

抽

咀
田

廿

理
切

□

任
者

＾
以

下

「
竈

脚

保

存

施

股

口

理

口
任

者
」

と

い

う
Ｊ

由

□

か

な

け

れ
ぱ

な

昌

な

い
。

竈

料

保

存

施

黎

行

哩

口

任

音

が

畔

司

し

た

音

以

外
切

者

は
、
資

料

操

存

施

覗

に

立

ち

入
昌
’
』
と

が

で
昔

な

い
．

４

竈

芭

ｏ

理
岩

は
、

圃

ｕ

薫

弼

が

庇

止

自

抗
、

又

は

休

止

吉

れ

た

■
合

に

ほ
．

喧

Ｄ

田

蹄

ｉ

料

壼

モ

④

彙

誼

左

君

継

す

君

音

又
は

賦

饒
垂

詫

岩

箒

＾
以

下

，
賀

料

訳

邊

音
」

と

い

う
Ｊ

に

引

吉

酒

吉

な

け

れ

ほ

な

ら

な

い
．

；

ｉ

料

意

軸

宕

に

つ

い

て

硅
，

鷺

一

羽

か

昌

第
一
二
項

ま

で

晒

損

定

壱

革

用

す

る
．

哺

則

＾
施
行
期

目
〕

，

一

鶉

こ

切

省

令

硅
，

藁

■

法

及

む

甥

血

及

ぴ

供

血

畠

つ

せ

ん
薫

取

楡

撞

切

一

部

崔

改

正

す

る

法

砧

＾
平

鹿

十

四

年

桂
魯

螂

九

十

六

号
〕

切

施

行

切

日

＾
平

成

十

七

年

四

月
一

日
〕

か

筍

拙

行

す

君
，

＾
竈

■
法

施

行

規

則

の

一

部

改

正
〕

，

＝

‘

賞

■

珪

施

行

規

則

＾
昭

和

三

十

六

年

口

生

泊

帝

鷺

一

号
〕

の

一

部

吉

次

固

よ

う

に

改

正

す

る
．

塙

四
十
一一
裏

を

茨

晒

よ

う

に

ま

由

る
．

＾
申
竈

音

牌

の

仙

幅

性

切

基

竈
〕

，

四

士
一
棄

法
鷺
十
四
集
寛
王
項
後
段

＾
同
条
鷺

九

項

に
培

い

て

中

月

す

看

Ｏ

合

崔

含

む

Ｊ

に

規
走

す

る

竈

料

は
、

匡

鶉

品

切

圭

全

性

に

田

す

君

弗

由
崖

武

饒

田

貞

曲

切

ｏ

耶

に

田

す

る

右

青

＾
平
成

九

年

，
生

省

令

覧

二

十

一

号
〕，
匪

竈

品

の

田

康

畦

饒

の

賀
施

の

基

埠

仁

田

す

る

省

令

＾
平

成

九

年

＾

生

省

令

寛
一
一
十

八

号
〕
、
匿

竈

杣

聖

田

去

全

性

に

関

す

る

非
由

由

拮

ｏ

の

貞

施

の

聰

｝

に

田

す

る

古

令

＾
平

成

十

七

年

口
生

静

佃

右

令

簑

三

十

七

号
〕

及

口

医

ｉ

棚

器
の

田

康
瞳

Ｄ

の

簑

抽

の

基

串

に

関

す

る

省

令

＾
平
成

十

七

年

口

生

省

令

龍

三

十

六

号
｝

に

定

喧

る

も

の

の

旧

か
、

虫

に

邊

げ

る

と

こ

昌

に

よ

ｏ
．

収

＾

さ

れ
、

か

つ
，

作

成

さ

れ

た

も

の

で

な

吋

打

ぼ

な

昌

な

い
．

一

当

縢

竈

神

硅
，

こ

れ

吉

作

成

す
る
，」
と

を

目

曲

＝三
と

し

て

行

わ

れ

た

０

査

工

は

ば

唖

１：
お

い

τ

得

ら

れ

た

拮

具

に

＾

づ

岩

正

砧

に

作

成
吉

れ

た

も
の

で

畠

る
，
」

と
．

前

号

切

□

査

又

は

喧

団

に

由

い

て
，

申

皿
１；

侠

呂

匿

蘂

品

又

は

医

籔

蜷

器
に

つ

い

て
モ

切

申
副

に

抹

看

品

珂

有

劫

性

又

は

喪

全

佳

を
有

す

昌

こ

と

崔

握

わ

せ

君

ｏ

古

借

只
、

喧

Ｄ

成

ｏ

箏

が

珊

筍

れ

た

Ｏ

合

１＝

硅
、

当

瞳

，

査

苗

呆
、

垣

與

成

竈

纐

に

つ

い

τ

も

邊

討

及
口

評

価
が

行

わ
わ
、

モ

田

借

只

吐

当

睦

ｉ

科

に

祀
竈

さ

れ

τ
い

有

こ
と
，

当

菌

竈

岬

切

相

加

に

な

コ
止

竈

料
帖
、

硅

第

十

四

集

の

規

定

に

よ

る

貴

固
を

与

え

る

又

は

与
冗

な

い

冒

切

蛆

分

の

日
由

で

保
存

吉

れ

て
い

ξ
」
と
．

た

だ

し
，

拮

揖

の
性

日

上

モ
切

保

存

崩

讐

し

く

園

麩

で

あ

着

と

醒

曲

ら

れ

苫

も
晒

に

あ

つ

て

は
，」
田

阻

ｏ

で

は

な

い
．



４号外第 ６０ 号〕
水曜日平成 １ ７ 年 ３ 月 ２ ３ 目

○

口
生
明
●
省
｝
口
三
十

八
＾

竈

■

法

＾
昭

和

三

十

五

年
法

竈

昂

百

四

十

五

号
〕

境

十

回

棄

の

四
竈

回

羽

及
口

寛

十

四

曇

切
六

竈

四

項

＾
こ

れ

ら

の

塞

喬

彗
十
変

畠

塞
宅

覧
す
ξ
台
薯
む．一
婁
篭

彗
貴

萎

鶉

墨

叢

菱

竃

査

及
ぴ

武

聰

晒
臭

施

の

■

｝

１＝

凹

す

着

告

令

崔
次

の

よ

う

１；

定

曲

る
・

平
虚

十

七

与

三

月
一
一
十

三

目

口
生

労

ｏ

夫

臣

＾
辻

雰
久

匿

ｏ

竈

鴉

晒

臼

遣

匝

売

竈

田

■

古

及

む

畦

ｏ

の

臭

茄

の

■

早
ヒ

聰

す

看

竹

令

＾
ｏ

目
］

〇

一

竈

，」
切

讐

令

は
，

藁

■

詰

＾
昭
和

三

十
五

年

法

蛯

竈

百

四

十

五

号
，

以

下

『
法
」

と
い

う
－
〕
鷺
十

四

集

の

匝

竈

四

■

及

ぴ
珀

十

田

最

晒

六

茗

四

羽

＾
こ

血

昌

の

規

定

壱

法

昂
十

九

鼻

晒

四
忙

由

い

て

｝

月
す

昌

■
合

宕

含

む
Ｊ

に

規

定
頁

星

竃
大
富

奮

婁

碧
う
轟
道
咀
亮
竃

塞

馨
臣
是

誓

葛

童

轟

竈
田
味
臣

鐵

晒

臭

茄

に

田
す

君

■

｝
ヒ

田

す

召

省

令

＾
平

成

十

六

年

＾
生

労

●
竹

令

竈

三

十

六

号
〕

に

定

由

る

も

田

崔

除

く

Ｊ

忙
規
定
け
る
圓
竈
ｏ

聖
晒
咀

遣
聰
売
賞
者
五
ほ
外
国
特
切
景
眈

聰
犯
音

湘
桂
売

十
四
集
覧
一
巧
ヒ
鏡
定
す
君
屋
＾
軸

碧
ヒ

つ

－

て

行

う

蜆

遁

唖

売

牲

の

■

古

著

臣

口

切

讐

邊

に

田

し

て

竈

守

す

ぺ

自
“

項

を
定

田

る

も

の

と

す

る
．

＾
定

’
〕

ロ
ニ
彙

．一
署

書

蓋

三

墨

棄

彗

暮
・

農
，
匿
轟

竃

塞

肇

萎

蓋
外
黒

翼

霊

婁

亘
下

量
護

窒

暮
一
と
い
３
胡、

嚢

轟

豊
真

嘉
牲
書

萎

彗

畠

ξ

裏
の

収
＾
、

桧
出
１

■
眈

喬

独

藍

た

竃

行
う
位
用
成
■
ｏ
古

蓋

與
遣
圧
売
螢
臼
庶
ｏ
＾
崔

旨

・

２

，一
薯

令
１。

請

て

垣

毘

Ｏ

墨
一

ξ
，

塞

塞

担

塞

毒

う
貫

墨

距
窒

者

素
・
匿

蓄

器

壱

使

用
す

右

看

晒

楽

件

を

定

畠

る
｝」
と

な

く
、

｝

作

用

に

よ

る

疾

｝

箏

垣

■
竈

別

価

売

現

状

視
並

ぴ

ヒ

品

貝

有

劫

性

丑
ぴ

安

全
性

箏

に

田
す

看

仙

ｏ

の

境

出

互

は

竈

眈

壷
行

う

”

丑

崔

い

う
－

筥

こ

署

令
仁

書

＝

帯

定
讐
用
成
■

塞

一

と
ほ
、

也

用
虚
＾

墨

雪

ち
、

哩
遭

奏

彙
者
箏

印

小
児
・

古
ｏ

青

妊
産

蟹

匿
口
把

鴉
由
｛
瑚
ヒ
ｏ

用
す
昌
者
そ
の
他

厘
簑

竈
霜

崔
使
用
す

る
集
件
が
定
由
昌
れ
た
岩
に
お

け
る

団

作

月

に

よ

昌

崇

邊

箒

切

ｏ

邊

別
切

晃

現

状

硯

並

ぴ

に

品

口
，

有

劫

性

丑
ぴ

安

全
性

箏

に

田
す

る

仙

鶉

の

桧

出

叉

柱

■

咀
皇

行
う

”

古

崔

い

う
．

４

．。
署

令

隻

い
て

鉋
追

塞

雀

震

塞
一

芸
、
国
追

肇

筍

墨

蓋

う
ち
・

窒

肇

崇
盲

嘉
・

拍
塞
し
く
農
用
庇
ｏ
塞

切
肇

葭

墓

萬
崔
膏
た
賃

得
昇

褒
定
妻
拉
旺
レ

又
屋
広
に

由

い

τ

に

碍

昌

打

な

い

右

劫

牲

及
び

宝

全
性

箏

に

田

す

る

ｏ

ｏ

在

収

＾

す

君

走
畠
、

当
菌

匿

竈

邊

鶉

ヒ

つ

い

て

法

寛

十

回

長

又

ほ
山
芭
，
十

九

集

の

二

的

箒

咀
に

鴉

昌
牲

蟹

使

用

目

的
，

劫

艘

及

ぴ

劫

具

に

従

い

行
う

画

ｍ

を
い

う
．

＾
臼
追
颪

亮
撞

■
丑

董

着
手
口
■
〕

，

三

景

與

辿

蛆

売

景

音

箏

ば
、

臼

遣

唖

克

竈

０

杏

等

崔

百

正

か

つ

円

柵
忙

貞

茄

す

る

た

苗
、

次

１；

掲

げ

る

手

旧

を
龍

○

し

た

哩

迫

距

売

雀

，

査

尊

彙

誼

手

旧

■

崔

作

虚

し

右

吋

れ

ぼ

右

昌

な

い
・

一

使

用

虚

■

■

古

忙

凹

す

る

手

■

＝

與

追

岨

亮
甚

臼

味

８

＾

１＝

田

す

昌

手

・

三

自

己

点

饒

に

顯
す

看

苧

口

田

聰

遣

肺

売

笹

■
■

茎

鴉
１＝

桂

，

す

る

宕

に

対

す

君

邊

■

酬

０
１＝

田

す

る

手

田

五

哩

拍

亜

疵

螢

０

右

箏

彙

監

の

壷

託

１＝

口

す

昌

手

口

六

與
追

匝
売
嘗

ｏ
査

嚢

境
ヒ

価
る
哩

５
晒
倶

存
に
田
す
る
手
口

七

モ

匝

他

蜆

造

亜

亮
管

■

古

讐

崔

ｉ

正

か

コ

円

■
に

皇

茄
す

壱

た

出

に

必

１

な

手

‘

２

與
碧

窒

；
ほ
、
聖
護

嚢
”
暮

萎

竃
■

案

督
，

蓋

薯
し
空

暮
・
当
蜜
造

塞

僅

■

古

童

霧

手

山

■

ヒ

そ

の

目

付

を

咀

Ｏ

し
．

呈

岩

倶

宕

Ｌ

な

け
加

ぱ

な
昔

な

い
・

＾
蟹
坦
衙
克
僅
『
査
箏
■

壇
口
任
岩
〕

＾

四
＾

蜆

造

颪
売

薫

者

Ｏ

暗
、

纈

追

唖

売

雀

□
古

箏
１＝
情

る

鶉

肪

崔

饒

括

す

る

音

＾
以
下

、
哩

造

唖

亮
雀

山

古

箏

竈

理

口

任

讐
」

と

い

う
．
〕
崔

［

か

な

け

ｈ

ほ

左

昌

な

い
．

２

０

追

距

売

担

■

宣

等

■

埋
■

岳

宕

は
、

閨

完

仁

蜆

昌

部

円

１＝

口

す
岩

宕

で

畠

コ

て

は

右

昌

な

い
・

茗

哩

追

距

売

崇

讐

箏

肚
、

蜆

造

唖

亮

菌

０

珪

箏
Ｏ

壇

口

任

吉

１＝

次

の

告

号

に

Ｏ

げ

君
集

監

崔

行
わ

せ

た

吋

れ

ほ

な

ら

疽

い

．

一

匿
寝
弩
・
隻

篇

碧

塞
又
轟

叢

嚢
震

肇

婁
妻

轟
し
轟
造
服
嚢

塞

葦
本

計

固

●

崔

作

成

し
、

こ

れ

崔

保

存

す

着

こ

と
．

一
一

囲
迫
颪
疵
後
口
古
箏
薫
鴉
手
口

富

彗

吉
，

値

月
成
Ｏ

塞

蓋

聰
造
服
売
蛯
田
庄
齪

＾
ご
と

１＝
、

貞

努

法

且
ぴ

岬

竈
方

桂

吉

記

｝

し

た

値

用

成

■

■

丑

皇

施

計

面

■

又
直

医

，

■

聖

田

田

崖

喧

口

切

貞

坊

垣

■
中

ヒ

田

す

る

右

令

ヒ

規

定

す

昌

国
追

旺

亮

摸

田

康

緕

與

簑

茄

甘

日

●

モ

の
他

黎

措

団
売

箇

ｏ
芒

箏

岳

行

う

た

め

忙

必

宴

右

■

項

壼

文

●

に

よ

ｏ

定
由

君

＝
と
．

三

匡
臼
ｏ
聖
に

字

薯

碧

胆
肘

塞

只
．
酋

蒙

套

と
藺

碧

と

蕎
、

聰
遣
臣
庇
櫨
□
古
箏
＾
本

呂

■

又
肚

舳

号

に

規

定

す

る

文

■

＾
以
下

「
蜆

邊

■

売
橦

０

古

箏

■

本

甘

面

■

Ｏ
』

と

い

う

Ｊ

を

改

皿

す

る

こ

と
．

四

臼

追

距

売

讐

ｏ

古

箏

茗

本

叶

回

●

箏

崔

作

虚

し
、

又

は

前

羽

切

規

定

に

よ

ｏ

改

訂

し

た

ｏ

台

は
、

当
眩

聰

造
亜

売

後

■
杢

等

讐

本

叶

団
■

箏

に

そ

の

日

付

宕

記

口

し
、

こ

れ

壱
保

存

す

る

こ

と
・

五

聰

造

距

売

笹

［

充

箏

壱

行
う

た

出

に

必

！

が

畠

る

と

蜴

由

君

と

吉
は
，

回

造

葭

売

讐
岩

ｏ

忙

文

ｏ

に

よ

ｏ

ｉ

見

崔

赴

ぺ
、

当

岐

文

●

又

喧

モ
の

写

し

崔

保

存
す

る

こ

と
．

４

黎

造
盟
売

景
盲

凄

，

前
巧
賞

葦

塞

定

呈

ｏ
與
追

距
亮
當
ｏ
杏
讐
管
理
■
任
者
が

棄

る
並
見
走

讐

し

な

け

血

ぼ

な

昔
た

い
．

呈

蜆

遣

竈

売

簑

者

は
、

理

追

販

亮

硯

，

‘

箏
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